
実施日時：令和７年４月１７日（木） 実施対象校数・児童数：小学校４校・３１９人（大阪府公立６３，０８６人　全国９３６，５７６人）
対象・内容：小学校第６学年〈国語、算数、、理科、児童質問紙〉、中学校第３学年〈国語、数学、理科、生徒質問紙〉 実施対象校数・生徒数：中学校２校・２７０人（大阪府公立５８，６０７人　全国８７１，０９７人）

１．教科に関する調査結果

平均正答率 無回答率 平均正答率 無回答率

島本町 72% 1.8% 島本町 58% 5.2%
大阪府 65% 3.4% 大阪府 52% 7.2%
全国 66.8% 3.3% 全国 54.3% 6.7%

＜良好＞ ＜良好＞
・目的や意図に応じて、日常生活の中から話題を決め、 ・文章の構成や展開について、根拠を明確にして考える
集めた材料を分類したり関係付けたりして、伝え合う ことができる
内容を検討することができる

＜課題＞
＜課題＞ ・読み手の立場に立って、表記を確かめて、文章を整え
・書く内容の中心を明確にし、内容のまとまりで段落を ることができる
つくったり、段落相互の関係に注意したりして、文章の
構成を考えることができる

平均正答率 無回答率 平均正答率 無回答率

島本町 67% 2.5% 島本町 56% 8.2%
大阪府 58% 3.7% 大阪府 47% 12.1%
全国 58.0% 3.6% 全国 48.3% 10.6%

＜良好＞ ＜良好＞
・数直線上で、１の目盛りに着目し、分数を単位分数の ・相対度数の意味を理解している
幾つ分として捉えることができる

＜課題＞
＜課題＞ ・素数の意味を理解している
・角の大きさについて理解している

中学校　理科
中学校理科は1人1台端末を活用したオンライン（IRT方式）で実施。IRTとは生徒の正答・誤答が問題の特性によるのか、生徒の学力によるのかを区別して

平均正答率 無回答率 分析し、生徒の学力スコアを推定する統計理論のことです。問題は全日程共通と実施日により異なる公開問題、生徒ごとに異なる非公開問題があります。

島本町 62% 1.7%
大阪府 55% 3.2%
全国 57.1% 2.8% IRTスコアとはIRTに基づいて各設問の正誤パターンの状況から学力を

島本町 推定し、全国平均を基準とした得点で表したものです。

＜良好＞ 大阪府
・顕微鏡を操作し、適切な像にするための技能が身に 全国
付いている

＜課題＞
・身の回りの金属について、電気を通す物、磁石に引き
付けられる物があることの知識が身に付いている

令和７年度　全国学力・学習状況調査　結果概要
（令和７年８月１２日作成）

教育推進課

全日程共通公開問題における

2.9問／6問 4.6% 503
2.7問／6問

無回答率 IRTスコア
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２．アンケート（抜粋）
小学校 中学校
（１２）学校に行くのは楽しいと思いますか （１２）学校に行くのは楽しいと思いますか

小学校
（４）授業中、PC・タブレットを使って、学級の友だちと意見を交換する場面はどれくらいありますか。

（１３）自分と違う意見について考えるのは楽しいと思いますか （１３）自分と違う意見について考えるのは楽しいと思いますか

（２７）地域や社会をよくするために何かしてみたいと思いますか （２７）地域や社会をよくするために何かしてみたいと思いますか
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＜結果概要＞

小学校国語：問題形式では、すべての分類・区分で平均正答率が全国及び大阪府平均を上回る結果となったが、思考力・判断力・表現力等の観点にお

ける、「書くこと」の区分で全国平均との開きが小さくなった。

小学校算数：問題形式では、すべての分類・区分で平均正答率が全国及び大阪府平均を上回る結果となったが、学習指導要領の領域における「データ

の活用」からの出題について、全国平均との開きが小さくなった。

小学校理科：問題形式では、すべての分類・区分で平均正答率が全国及び大阪府平均を上回る結果となったが、学習指導要領の区分・領域における

「「粒子」を柱とする領域」からの出題について、全国平均との開きが小さくなった。

中学校国語：問題形式では、すべての分類・区分で平均正答率が全国及び大阪府平均を上回る結果となったが、思考力・判断力・表現力等の観点にお

ける、「書くこと」の区分で全国平均との開きが小さくなった。

中学校数学：問題形式では、すべての分類・区分で平均正答率が全国及び大阪府平均を上回る結果となったが、学習指導要領の領域における「数と

式」からの出題について、全国平均との開きが小さくなった。

中学校理科：共通出題では、学習指導要領の区分・領域における「「生命」を柱とする領域」からの出題について、平均正答率が全国及び大阪府平均を

下回った。

＜アンケート結果について＞

「みづまろキッズプラン」の成果指標の一つとして本アンケートを活用し、当該プランの目指す子ども像を実現するためにつけたい力である「自己表現力」

「課題探究力」「社会参画力」が身についたかを把握するための一助としている。

〇（１３）で問われている「社会参画力」育成を目指した他者理解について、令和６年度の肯定的回答割合を小学校では1.8ポイント、中学校では8ポイント上

回る結果となった。各学校において、対話的な学びを通じた学習内容の深化を意識した授業改革が推進されている成果であると分析できる。今後も、教員

の指示によるものだけではなく、児童生徒自身が対話の重要性や、他者と協働することによる学習内容の深まりを意識できる取組を継続していく必要があ

る。
●（１２）の学校に行くのは楽しいと思うか、については大阪府平均の肯定的回答割合と比較して小学校で1.8ポイント下回った。また、中学校では令和６年
度と比較して強肯定割合が2.4ポイント下回った。また、（２７）の地域や社会への参画意欲については、令和６年度と比較して強肯定割合が小学校では3.3
ポイント、中学校では5.9ポイント下回る結果となった。各校のカリキュラムの中に、地域や社会とつながる仕掛けを設定し、児童生徒が課題解決的な学習
を実施することで、自己有用感や達成感を高める取組等の実践が必要であると分析できる。


